
消
しょう

費
ひ

者
し ゃ

の権
けん

利
り

と責
せき

任
にん

 

消
しょう

費
ひ

者
し ゃ

問
もん

題
だい

とは何
なに

か 

わたしたちは現
げん

代
だい

社
し ゃ

会
かい

で消
しょう

費
ひ

者
し ゃ

として生
せい

活
かつ

しています。日
に

本
ほん

では急
きゅう

速
そ く

な経
けい

済
ざい

の発
はっ

展
てん

のなかで、

公
こ う

害
がい

、薬
や く

害
がい

、食
しょく

品
ひん

による健
けん

康
こ う

被
ひ

害
がい

が生
しょう

じました。 

薬
や く

害
がい

や食
しょく

品
ひん

による健
けん

康
こ う

被
ひ

害
がい

は、日
に

本
ほん

では 1950～1960年
ねん

代
だい

にかけておこりました。薬
くすり

や粉
こな

ミル

クなどによる健
けん

康
こ う

被
ひ

害
がい

によって、多
おお

くの人
ひと

たちが被
ひ

害
がい

に苦
く る

しみました。被
ひ

害
がい

者
し ゃ

は加
か

害
がい

企
き

業
ぎょう

の責
せき

任
にん

を

求
も と

めて裁
さい

判
ばん

をおこしました。このような被
ひ

害
がい

者
し ゃ

の訴
うった

えと裁
さい

判
ばん

等
と う

でのたたかいによって、国
く に

を動
う ご

かし、

消
しょう

費
ひ

者
し ゃ

の権
けん

利
り

が認
みと

められるようになりました。 

また、消
しょう

費
ひ

者
し ゃ

に被
ひ

害
がい

を与
あた

える悪
あ く

徳
と く

商
しょう

法
ほう

などのトラブルも多
おお

く発
はっ

生
せい

しました。この被
ひ

害
がい

を防
ふせ

ぐために、

日
に

本
ほん

では消
しょう

費
ひ

者
し ゃ

保
ほ

護
ご

基
き

本
ほん

法
ほう

が定
さだ

められ、政
せい

府
ふ

の機
き

関
かん

として国
こ く

民
みん

生
せい

活
かつ

センター(1970)が、自
じ

治
ち

体
たい

には消
しょう

費
ひ

生
せい

活
かつ

センターが設
せっ

置
ち

されました。現
げん

在
ざい

では、在
ざい

留
りゅう

外
がい

国
こ く

人
じん

向
む

けに情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

もあり、多
た

言
げん

語
ご

で

紹
しょう

介
かい

されています。 

 

 消
しょう

費
ひ

者
し ゃ

を保
ほ

護
ご

する法
ほ う

律
り つ

の歴
れき

史
し

   

1950～1960年
ねん

 

      森
も り

永
なが

ヒ素
そ

ミルク事
じ

件
けん

、サリドマイド薬
や く

害
がい

事
じ

件
けん

、カネミ油
ゆ

症
しょう

事
じ

件
けん

がおきる。 

1968年
ねん

 消
しょう

費
ひ

者
し ゃ

基
き

本
ほん

法
ほう

が国
こ っ

会
かい

で制
せい

定
てい

される 

1970年
ねん

 国
こ く

民
みん

生
せい

活
かつ

センターができる 

1976年
ねん

 訪
ほう

問
もん

販
はん

売
ばい

法
ほう

が制
せい

定
てい

される。 

 1994年
ねん

 製
せい

造
ぞう

物
ぶつ

責
せき

任
にん

法
ほう

(ＰＬ法
ほう

) 

2000年
ねん

 消
しょう

費
ひ

者
し ゃ

契
けい

約
や く

法
ほう

 

2004年
ねん

 消
しょう

費
ひ

者
し ゃ

基
き

本
ほん

法
ほう

 

2009年
ねん

 消
しょう

費
ひ

者
し ゃ

庁
ちょう

ができる 

2012年
ねん

 消
しょう

費
ひ

者
し ゃ

教
きょう

育
い く

推
すい

進
しん

法
ほう

 

 

  



◆薬
や く

害
がい

についての紹
しょう

介
かい

（厚
こ う

生
せい

労
ろ う

働
どう

省
しょう

のサイトより） 

https://www.mhlw.go.jp/bunya/iyakuhin/yakugai/index.html 

 



Consumer Rights and Responsibilities 

What are consumer issues? 

We live in a modern society as consumers. Japan's rapid economic 

development has resulted in pollution, drug pollution, and health hazards caused 

by food products. 

In Japan, health hazards caused by drugs and food products occurred 

from the 1950s to the 1960s. Many people suffered from health hazards caused 

by drugs, powdered milk, and other products. Victims filed lawsuits demanding 

that the offending companies be held responsible. The complaints of these victims 

and their struggles in the courts have led to the government's recognition of 

consumer rights. 

In addition, there were many problems such as unscrupulous business 

practices that caused damage to consumers. In order to prevent such damage, the 

Basic Law for Consumer Protection was enacted in Japan, and the National 

Consumer Affairs Center (1970) was established as a government agency, and 

consumer affairs centers were set up in local governments. Nowadays, there is 

also information dissemination for foreign residents, which is presented in multiple 

languages. 

 

History of Laws Protecting Consumers 

1950-1960: 

             The Morinaga arsenic milk incident, the thalidomide drug incident,  

and the Kanemi oil disease incident occurred. 

1968: The Basic Consumer Law was enacted by the Diet. 

1970: National Consumer Affairs Center established. 

1976: Door-to-door sales law enacted. 

1994: Product Liability Law (PL Law) enacted. 

2000: Consumer Contract Act 

2004: Consumer Basic Act 

2009: Consumer Affairs Agency established. 

2012: Consumer Education Promotion Act 

 

◆Introduction to drug abuse  

(from the website of the Ministry of Health, Labor and Welfare) 

https://www.mhlw.go.jp/bunya/iyakuhin/yakugai/index.html 

 



◆在
ざい

留
りゅう

外
がい

国
こ く

人
じん

向
む

けリーフレット（国
こ く

民
みん

生
せい

活
かつ

センターのサイトより）があります。 

There is a leaflet for foreign residents (from the website of the National Consumer 

Affairs Center). https://www.kokusen.go.jp/c-edu/data/c-edu_foreign_lf.html 

 

家
いえ

を借
か

りるときのトラブル（英
えい

語
ご

版
ばん

）   

Trouble renting a house 

 (English version) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

中
ちゅう

古
こ

車
し ゃ

を買
か

うときのトラブル（ベトナム語
ご

版
ばん

）   

Troubles when buying a used car 

 (Vietnamese version) 

 

  

https://www.kokusen.go.jp/c-edu/data/c-edu_foreign_lf.html


◆電
でん

話
わ

による外
がい

国
こ く

語
ご

相
そ う

談
だん

（東
と う

京
きょう

都
と

消
しょう

費
ひ

者
し ゃ

生
せい

活
かつ

総
そ う

合
ごう

センター） 

東
と う

京
きょう

都
と

の場
ば

合
あい

、東
と う

京
きょう

都
と

消
しょう

費
ひ

生
せい

活
かつ

総
そ う

合
ごう

センターで、電
でん

話
わ

による外
がい

国
こ く

語
ご

（英
えい

語
ご

・中
ちゅう

国
ご く

語
ご

・韓
かん

国
こ く

語
ご

・タ

ガログ語
ご

・ベトナム語
ご

）相
そ う

談
だん

を行
おこな

っています。品
しな

物
もの

を買
か

ったり契
けい

約
や く

したりしたときのトラブルなど、消
しょう

費
ひ

生
せい

活
かつ

の中
なか

でのトラブルを相
そ う

談
だん

できます。 

  東
と う

京
きょう

都
と

消
しょう

費
ひ

生
せい

活
かつ

総
そ う

合
ごう

センター（飯
いい

田
だ

橋
ばし

）電
でん

話
わ

 03-3235-1155 

受
う け

付
つけ

時
じ

間
かん

：月
げつ

曜
よ う

日
び

～土
ど

曜
よ う

日
び

 午
ご

前
ぜん

9時
じ

～午
ご

後
ご

5時
じ

 

※ただし、ベトナム語
ご

については、土
ど

曜
よ う

日
び

のみ午
ご

前
ぜん

9時
じ

～午
ご

後
ご

5時
じ

 

 

◆Foreign language consultation by telephone 

 (Tokyo Metropolitan Consumer Affairs Center) 

In the case of the Tokyo Metropolitan Government, the Tokyo Metropolitan 

Consumer Affairs Center offers telephone counseling in foreign languages (English, 

Chinese, Korean, Tagalog, and Vietnamese). Consultation is available for problems 

in consumer affairs, such as problems when buying goods or signing contracts. 

Tokyo Metropolitan Consumer Affairs Center (Iidabashi) Phone: 03-3235-1155 

Hours: Monday through Saturday, 9:00 a.m. to 5:00 p.m. 

※However, for Vietnamese, the hours are 9:00 a.m. to 5:00 p.m. on Saturdays only. 

https://www.shouhiseikatu.metro.tokyo.lg.jp/sodan/sodan_foreign.html 

  



Ｑ 日
に

本
ほん

ではどのような健
けん

康
こ う

被
ひ

害
がい

の歴
れき

史
し

がありましたか。 

 

 

 

 

 

例
れい

：日本
に ほ ん

ではいま健康
けんこう

被害
ひ が い

がおきています。 

2024年
ねん

3月
がつ

に、日本
に ほ ん

の企
き

業
ぎょう

が製品
せいひん

を回収
かいしゅう

しました。製品
せいひん

 が健康
けんこう

被
ひ

害
がい

を与
あた

えたからです。 

                            ｒecalled product        health hazars 

亡
な

くなる人
ひと

もいました。  国
く に

は製品
せいひん

を買
か

った人
ひと

に食
た

べないように伝え
つた

ました。 

ｓome people died  The government told people who bought the product not to eat it. 

この製品
せいひん

を買
か

った人
ひと

は、病院
びょういん

か保
ほ

健
けん

所
じ ょ

に相談
そうだん

してください。 

                     consult a hospital or health center 

Ｊapanese  English      中文 

Ｑ あなたの国
く に

では、消
しょう

費
ひ

者
し ゃ

の健
けん

康
こ う

被
ひ

害
がい

の例
れい

はありますか。 

 

 

 

  

日
に

本
ほん

では、 

 

 

などの健康被害がありました。 

わたしの出
しゅっ

身
しん

国
こ く

では、 

 

 

 

 

 

 

などの健康被害がありました。 



Ｑ クーリングオフ制
せい

度
ど

とは何
なん

でしょうか。 

   契
けい

約
や く

をしたあとでも、定
さだ

められた期
き

間
かん

内
ない

であれば、契
けい

約
や く

を解
かい

除
じ ょ

できる制
せい

度
ど

です。 

    期
き

間
かん

は、8日
か

間
かん

と 20日
か

間
かん

があります。  

 

 

 

 

 

Q 消
しょう

費
ひ

者
し ゃ

が契
けい

約
や く

や健
けん

康
こ う

被
ひ

害
がい

などで困
こま

ったときに相
そ う

談
だん

できる場
ば

所
し ょ

はどこですか。 

 

 

 

 

アメリカでは 1962年
ねん

にケネディ大
だい

統
と う

領
りょう

が消
しょう

費
ひ

者
し ゃ

の 4つの権
けん

利
り

を定
さだ

めました。 

 

 

 

 

 

  

クーリングオフできる契
けい

約
や く

を調
し ら

べてみよう 

キャッチセールス 

美
び

容
よ う

医
い

療
りょう

 

語学教室  

業者による自宅への訪問買い取り 

                 

      という 

 
日
に

本
ほん

では消
しょう

費
ひ

者
し ゃ

が困
こま

ったときや健
けん

康
こ う

被
ひ

害
がい

を受
う

けたときには、 

 

で相談ができます。 

さらに、日
に

本
ほん

の消
しょう

費
ひ

者
し ゃ

基
き

本
ほん

法
ほう

では、 

⑤教
きょう

育
い く

の機
き

会
かい

の提
てい

供
きょう

 

⑥消
しょう

費
ひ

者
し ゃ

被
ひ

害
がい

の救
きゅう

済
さい

 

⑤と⑥を含
ふく

めて 6つの権
けん

利
り

を定
さだ

めています。 

① 安
あん

全
ぜん

の権
けん

利
り

 

② 知
し

らされる権
けん

利
り

 

③ 選
えら

ぶ権
けん

利
り

 

④ 意
い

見
けん

をきいてもらう権
けん

利
り

 

 



Q What has been the history of health hazards in Japan? 

 

 

 

 

 

Q Are there any examples of consumer health problems in your country? 

 

 

 

 

 

Q What is the cooling-off system? 

   Q. What is the cooling-off system? 

    There are two periods: 8 days and 20 days.  

 

 

 

 

 

 

Q Where can consumers consult when they have problems with contracts or health 

hazards? 

 

 

 

 

 

In the United States, President Kennedy 

established four consumer rights in 1962. 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

Find out what contracts you can cool off. 

Catch sales 

Cosmetic Medicine 

Language classes 

 

 

 

 

 

 

 

(1) Right to safety 

(2) Right to be informed 

(3) Right to choose 

(4) Right to be heard 

 

 

 

 

Japan's Basic Consumer Law 

in 1968 stipulates six rights 

including (5) and (6). 

(5) Provision of educational  

opportunities 

(6) Relief from consumer damage 



Ｑ インターネットでの被
ひ

害
がい

の例
れい

をあげてみましょう。 

パソコンやスマートフォンを通
つう

じた架
か

空
く う

請
せい

求
きゅう

やワンクリック請
せい

求
きゅう

があります。 

また、企
き

業
ぎょう

や団
だん

体
たい

などでは、メールでのウイルス感
かん

染
せん

や情
じょう

報
ほう

漏
ろ う

えいなどがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「消
しょう

費
ひ

者
し ゃ

が権
けん

利
り

を実
じつ

現
げん

し、責
せき

任
にん

を果
は

たすとはどんなこと？」（消
しょう

費
ひ

者
し ゃ

庁
ちょう

のサイトより） 

 

インターネットでの被
ひ

害
がい

は、 

 

 

 

 

があります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたは消
しょう

費
ひ

者
し ゃ

の権
けん

利
り

を実
じつ

現
げん

するために、どのようなアイデアを持
も

っていますか。 

また、どのような行
こ う

動
どう

ができますか。 

 アイデアは、           

 

 

 

 

                                                             です。 

 わたしの行
こ う

動
どう

は、 

 

 

 

 

 

 

 

                                                          ができます。 

   



Q Give an example of damage done over the Internet. 

There are fictitious billing and one-click billing through PCs and smartphones. 

In addition, companies and organizations have virus infections and information 

leaks via e-mail. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q What ideas do you have for realizing consumer rights? 

And what actions can you take? 

 

 


